
                       

 

 

 

 

 
 
 

 
 

■３４名の新入生の皆さん、入学おめでとうございます。 

いい姿勢で、校長先生のお話を聞けていますね。 

とても立派です。 

さあ、今日からみなさんは、すみれガ丘小学校の仲間です。 

私たちは、皆さんの入学を楽しみに待っていました。 

昨日は、目の前に座っている六年生や、今日ここにはいない五年生も、みなさんの入学式のために、いすを並 

べたり、体育館や教室を飾ったり、お掃除をしたりと、頑張ってくれました。 

６年生のみなさん、ありがとう。 

 

■今日は、みなさんに校長先生から３つのお願いをします。 

一つ目のお願いは「あいさつ・返事ができる子」になってほしいということです。 

学校やお家はもちろん、登下校で出会った地域の人にも、あいさつをしましょう。 

ちょっと、練習してみましょう。 

６年生にお手本を見せてもらいます。 

「おはようございます」（おはようございます） 

「さようなら」（さようなら） 

じゃあ、１年生もやってみましょう。 

「おはようございます」（おはようございます） 

「（小声で）おはようございます」（＜小さな声で＞おはようございます） 

「(口パクで)おはようございます」（・・・・・・） 

「さようなら」（さようなら） 

「ありがとうございました」（ありがとうございました） 

合格！ 

 

■２つ目のお願いは「やさしい子」になってほしいということです。 

自分がして欲しいと思うことを人にしてあげましょう。 

逆に、自分がされたら嫌なことは、絶対人にしないようにしましょう。 

 

学校長   国 友  靖 夫 
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■３つ目のお願いは「いっぱい間違える子」になってほしいということです。 

失敗・間違い、大歓迎！ 

校長先生だって、いっぱい失敗や間違いをしてきました。 

６年生のみなさんも、いっぱい間違えてきましたよね？（はい！） 

だから、安心して間違えてください。 

 

■ここからは、おうちの人にお話をします。 

少しの間、待っていてくださいね。 

 

保護者の皆様、本日はお子様のご入学、誠におめでとうございます。 

私たち教職員一同は、かけがえのないお子様が、「ＶＵＣＡ」と言われる予測困難で不確実な時代を、たくましく 

生き抜く資質・能力を高めるために、精一杯努力していく所存です。 

 

■さて、本校には体に何らかの障害があっても、一生懸命に学習に、そして、生活に取り組んでいる子どもたちが 

います。 

その子どもたちの能力を個別に伸ばすために、すみれ学級という学級があります。 

今年度は、１２名の子どもたちが、すみれ学級で学習したり、交流学級で生活したりします。 

私たち、教職員一同は、どの子も元気で明るく、学校生活を送ってほしいと願っております。 

一人ひとりの子どもたちのよさや、持ち味を見つけ、引き出し、伸ばしていけるように、努めてまいります。 

 

■学校と家庭が歩調を合わせ、一人ひとりの子どもたちの成長を支えていけますよう、何卒お力添えの程、よろし 

くお願いいたします。 

改めまして、大切なお子様を確かにお預かりします。 

 

■最後になりましたが、学校運営協議会の皆様には、本校の入学式にご臨席賜り、心よりお礼申し上げます。 

４月は、早速、学校応援団として、一年生の下校の付き添いや、給食のサポートなどでお世話になります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

これで校長先生からのお話をおわります。 

令和６年（２０２４年）４月９日 

宝塚市立すみれガ丘小学校長  国友 靖夫 

 

 ９日(火)の入学式では、6年生が大活躍してくれていました。 

朝は、１年生の迎え入れから。受付を済ませた１年生の手を引いて、教室まで連れて行ってくれました。

式中も、立派な態度で式に臨み、「歓迎の言葉」と歌のパフォーマンスを披露してくれました。式が終わった

ら、会場の後片付けを頑張ってくれました。自分の仕事が終わると、「何かすることありませんか？」と尋ね

に来るほどでした。 

やる気に燃える 6年生の姿が、とても頼もしく見えました。 

 

１年生も、今日から、自分で登下校です。下校は、学校応援団のみなさんにお手伝いいただきます。特に

大階段は、途中で休憩を取りながら帰ります。登下校に慣れるまで時間がかかるかと思いますが、温かく

見守ってあげてください。 


